
◎
既
存
集
合
住
宅
に
Ｅ
Ｖ
充
電
イ
ン
フ
ラ
を
普
及

徳
重
・
テ
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
会
長
に
戦
略
を
聞
く

イ
ン
ド
を
拠
点
に
電
動
三
輪
車
な
ど
を
売
っ
て
き
た
日
本
発

の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
あ
る
テ
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
が
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
充
電
サ
ー
ビ
ス
「
テ
ラ
チ
ャ
ー
ジ
」
を
国
内
で
始
動

さ
せ
た
。
既
存
の
集
合
住
宅
に
Ｅ
Ｖ
充
電
器
を
初
期
費
用
無
料

で
提
供
し
、
シ
ェ
ア
拡
大
を
狙
う
。
創
業
者
で
も
あ
る
徳
重
徹

会
長
に
戦
略
を
聞
い
た
。

集
合
住
宅
へ
の
Ｅ
Ｖ
イ
ン
フ
ラ
設
置
事
業
を
始
め
た
。

徳
重
氏

４
月
に
北
海
道
で
１
号
物
件
へ
の
導
入
が
決
ま
っ

た
の
を
始
め
と
し
て
、
約

20
棟
で
成
約
し
た
。
問
い
合
わ
せ
は

４
０
０
件
を
超
え
て
い
る
。
毎
日
の
よ
う
に
多
く
の
問
い
合
わ

せ
が
来
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
の
約
半
分
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
組
合
か
ら
で
、
新
築
物
件
へ
の
導
入
や
賃
貸
住
宅
で
の
運
用

な
ど
に
つ
い
て
も
聞
か
れ
る
。
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
か
ら
の
引

き
合
い
も
多
い
。
初
年
度
の
設
置
棟
数
は
１
０
０
０
棟
を
目
指

し
て
い
る
。
大
胆
な
目
標
だ
と
の
声
も
あ
る
が
、
当
社
で
は
現

実
的
な
数
字
と
見
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
参
入
を
決
め
た
理
由
は
。

徳
重
氏

エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
へ
の
注
目
度
が
高
く
、
Ｅ

Ｖ
の
急
速
な
普
及
が
見
込
ま
れ
る
た
め
だ
。
Ｅ
Ｖ
の
開
発
と
普

及
で
先
を
行
く
欧
州
で
は
、
一
般
的
な
住
宅
や
職
場
に
も
Ｅ
Ｖ

の
充
電
設
備
が
あ
る
。
日
本
国
内
に
お
け
る
昨
年
の
Ｅ
Ｖ
新
車

販
売
台
数
は
２
万
台
強
だ
っ
た
が
、
あ
る
国
内
メ
ー
カ
ー
は
５

月
の
３
週
間
だ
け
で
１
万
１
０
０
０
台
の
新
型
軽
自
動
車
モ
デ

ル
を
売
り
上
げ
た
。
今
年
は
需
要
の
高
ま
り
が
著
し
い
と
言
え

る
。
海
外
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
高
級
Ｅ
Ｖ
の
展
開
も
進
ん
で
い
る

が
、
軽
自
動
車
か
ら
高
級
車
ま
で
多
様
な
車
種
が
あ
る
。
Ｅ
Ｖ

の
普
及
を
後
押
し
し
よ
う
と
、
国
も
購
入
の
補
助
金
を
充
実
さ

せ
て
い
る
。
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Ｅ
Ｖ
イ
ン
フ
ラ
の
設
置
に
は
競
合
も
出
て
き
そ
う
だ
。

徳
重
氏

補
助
金
を
除
い
た
設
置
費
用
は
一
般
的
に

40
万
円

ほ
ど
か
か
る
が
、
当
社
で
は
半
分
以
下
の

10
万
～
20
万
円
に
コ

ス
ト
を
圧
縮
で
き
る
。
海
外
事
業
で
培
っ
て
き
た
強
固
で
安
定

し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
あ
り
、
今
の
よ
う
に
資
材
調
達
が

困
難
な
環
境
で
も
強
い
。
設
置
工
事
は
国
内
に
電
気
工
事
店
な

ど
６
４
７
社
で
構
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
せ
る
。
外
資

企
業
が
こ
れ
か
ら
日
本
国
内
で
そ
う
し
た
人
脈
を
作
り
、
施
工

体
制
を
整
え
る
の
は
難
し
い
。
短
期
的
に
収
益
化
し
に
く
い
ビ

ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
大
手
で
さ
え
参
入
に
は
障
壁
が
あ
る
。

機
動
力
の
あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
手
ご
わ
そ
う
だ
。

徳
重
氏

当
社
に
有
利
だ
と
考
え
て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
イ
ン
フ
ラ

は
設
置
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
運
用
・
管
理
の
面
で
顧
客
と

長
い
付
き
合
い
が
続
く
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
な
ど
が
設

置
事
業
者
を
選
ぶ
際
は
、
資
本
金
の
額
や
自
己
資
本
比
率
、
資

金
調
達
力
な
ど
会
社
の
安
定
性
が
問
わ
れ
る
。
当
社
は
同
業
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
数
値
を
大
き
く
上
回
る
。

今
後
、
事
業
を
ど
う
展
開
す
る
。

徳
重
氏

投
資
用
物
件
や
リ
ー
ト
の
物
件
な
ど
に
も
Ｅ
Ｖ
イ

ン
フ
ラ
を
普
及
さ
せ
た
い
。
大
手
企
業
と
の
連
携
も
早
期
に
実

現
し
そ
う
で
、
そ
う
な
れ
ば
大
量
供
給
が
可
能
に
な
る
。
地
方

都
市
に
も
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
だ
ろ
う
。

事
業
の
課
題
に
つ
い
て
。

徳
重
氏

電
気
料
金
の
内
訳
を
明
示
し
に
く
い
。
例
え
ば
新

築
マ
ン
シ
ョ
ン
に
充
電
設
備
を
入
れ
た
場
合
、
共
用
部
全
体
の

電
気
料
金
と
合
算
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
Ｅ
Ｖ
の
充
電

に
い
く
ら
か
か
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。
全
住
民
が
Ｅ
Ｖ
車
に
乗

る
わ
け
で
は
な
い
場
合
、
料
金
徴
収
の
調
整
に
課
題
が
残
る
。

対
応
策
と
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
使
用
電
力
や
料
金
を
可
視
化
す
る
シ

ス
テ
ム
を
開
発
す
る
方
向
だ
。
テ
ラ
チ
ャ
ー
ジ
が
当
初
の
予
想

を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
普
及
し
て
お
り
、
人
材
も
足
り
な
い
。
急

ピ
ッ
チ
で
採
用
活
動
を
進
め
て
い
る
。
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